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This research discusses how Zhang Yu-Zhao’s 
calligraphic style was developed in Tsen Guo-Fang’s 
Staff Department, with investigation of its times and 
relevant materials during first half of Tongzhi reign. 
This research focuses on exchanges between 
scholars and Zhang Yu-Zhao. The author believes that 
He Jing went to Hubei and had exchange with Zhang in 
1866 (the fifth year of Tongzhi reign). During the 
exchange, Zhang had viewed and admired Mo You-Zhi’s 
calligraphy artworks, owned by He Jing. Bao Zhao Fei 
Bai Shu Shi Ming, a calligraphy artwork created by 
Zhang in September, 1866, was heavily influenced by 
Mo’s calligraphic style, a mixture of clerical script and 
regular script, and led to the establishment of the 
Clerical-Regular art methodology, which was 
unprecedented among the calligraphers who focused on 
inscription. 
As a staff of Tsen Guo-Fang's office, Mo You-Zhi 
belonged to the unconventional group. Tsen 
acknowledged Mo's talent, and Mo helped Tsen collect 
lost ancient books. In addition, Mo's calligraphy style was 
rooted in inscriptions, which played a critical role in the 
exchange and formation of calligraphy. 
As a result, the author regards "Bao Zhao Fei Bai Shu 
Shi Ming" as the most important artwork in the formation 
of Zhang Yu-Zhao's calligraphy style. Zhang created his 
own unprecedented style with the Clerical-Regular art 
methodology, inspired from Mo You-Zhi's artworks, and 
the author thinks it was developed during the time of 
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芝は咸豊11年 1月 20日に胡林翼の幕府に行き、2月 29
日に胡林翼は莫友芝と面接した。これによって、莫友芝
は『読史兵略』の校正（3 月 16 日から 5 月 29 日にかけ
て）に従事することになり、胡林翼の正式な幕僚となっ
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た。また、6 月 4 日に汪士鐸（1802-1889）と知り合い、























































































































































に宛てた書簡注31と同年 5 月 4 日、莫友芝の日記注32から
窺える。それから、同年 5 月 20 日注33・8 月 16 日注34に
曾国藩が何璟に宛てた書簡によれば、何璟は鄂州に滞在
していたことが分かる。 
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に滞在し、また湖北の学使の代筆者として布政使の何璟
と交わる機会は充分にあったといえる。 
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張裕釗「雲」 張裕釗「最」 張裕釗「虎」 張裕釗「起」 張裕釗「帰」
     
清 伊秉綬 清 伊秉綬 清 胡澍 六朝 碑文 漢 曹全碑
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2002 年 6 月（第二章 張裕釗における書法形成／三 張裕
釗書法の特質と形成過程）。 
注 2 拙論「張裕釗書『鮑照飛白書勢銘』及其相関問題」、『文
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化南宮』、秋冬合巻、21-26頁、2014年。 






















注 10 上揭注 8『曾国藩全集』第 25 冊。曾国藩「書信」「加厳









年 4月。咸豊11年 1月 20日の条に、「入城謁胡宮保林翼。」
（6 頁）とある。同年 2 月 29 日の条に、「宮保属往鄂城、
為校新纂『兵略』。」（17頁）とある。同年6月 4日の条に、
「午識汪梅岑孝廉士鐸。」（36 頁）とある。同年 6 月 22 日
の条に、「午晤張廉卿於丹初許。」（39頁）とある。 




注 13 上揭注 11『莫友芝日記』、62-65 頁。交友の記載は咸豊






年 8月 23・24 日、9月 13 日。同治 8年 1月 19・22・23・
24・25・27・29日、2月 2・5・6・11日。同治9年 3月 7・
15・23日、12月 3・7日。 
注 16 莫友芝著、張剣撰『莫友芝年譜長編』、中華書局、2008




























注 24 莫友芝著、張剣校点『宋元旧本経眼録』、「附録巻 2、金
石筆識―魏孝文帝吊比干文」、中華書局、2008年 1月、176
頁に「嘉・道以来、相習尚元魏人碑版。」とある。 
注 25 上揭注 24『宋元旧本経眼録』、「隋龍蔵寺碑」、181 頁に
「真書至初唐極盛、而初唐諸家精詣北朝、無不具者。」とあ
る。 
注 26 上揭注 19『濂亭文集』巻 6、「莫子偲墓誌銘」。141 頁に
「又工真、行、篆、隷書、求者肩相摩於門。」とある。 
注 27 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、黎庶昌『蒓斎偶筆』。「附
録四：莫氏家族伝記資料」「続遵義府志・莫友芝伝」、621
頁に「真行篆隷、蘊藉樸茂、極書家之能事。」とある。 
注 28 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、莫祥芝「清授文林郎先兄
郘亭先生行述」。「附録四：莫氏家族伝記資料」、625頁に「尤
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注 31 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復喬
松年」、同治5年 4月 22日、172頁に「小宋当於下旬赴鄂。
（何璟は鄂へ赴ころとしているところである。）」とある。 
注 32 上揭注 11『莫友芝日記』。同治 5 年 5 月 4 日、183 頁に
「何小宋方伯四月中已往湖北。（何小宋は四月中旬に既に湖
北へ参った。）」とある。 
注 33 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復何
璟」、同治5年 5月 20日、246頁に「栄蒞鄂垣。（光栄に鄂
垣にいらっしゃいた。）」とある。 
注 34 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復何
璟」、同治 5 年 8 月 16 日、352 頁に「鄂中局面自較皖省為
優。（鄂の局面において、皖省より優れている。）」とある。 









注 38 王迪諏、厳宝善編『清代名人信稿 附小伝』、「莫友芝致
小宋書信」、浙江古籍出版社、1987 年 12 月、285-290 頁に
「叩別遂及五秋（中略）、張廉卿中翰函持到賜書。（中略）
承命購王本史記、汪本漢書並史、漢別善本。」とある。 
注 39 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、同治 7 年 10 月 4 日、485
頁。 
注 40 上揭注 11『莫友芝日記』、同治 4 年 12 月 28 日の条に、
「何小宋信至、索作数紙書。」（172 頁）とある。その以降
の記載は同治5年 5月 4日の条に、「何小宋方伯四月中已往

























図 2 莫友芝『郘亭詩鈔』、上揭注17。……傍線筆者 
図 3 莫友芝の何璟宛書簡、上揭注38。……傍線筆者 
図 4 莫友芝の寄何璟書「安世房中歌」、上揭注17。 
図 5 張裕釗「鮑照飛白書勢銘」、上揭注35。 
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